
Title 繁華街における周縁的セクシュアリティの受容過程
—近現代大阪の「ゲイタウン」形成史—

Author(s) 鹿野, 由行

Citation 大阪大学, 2018, 博士論文

Version Type

URL https://hdl.handle.net/11094/69681

rights

Note

やむを得ない事由があると学位審査研究科が承認した
ため、全文に代えてその内容の要約を公開していま
す。全文のご利用をご希望の場合は、<a
href="https://www.library.osaka-
u.ac.jp/thesis/#closed">大阪大学の博士論文につい
て</a>をご参照ください。

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



1

2

1923
1920-30

1930 1970
1950

1960
1970

1960

3

1950 1960 1970

1970



1950
1960 1970

1970
1950

1970 1 2
8

4
1970

5 1970
1960 2000

1970

1980

1980
1991



様式７  

論文審査の結果の要旨及び担当者  

氏  名  （    鹿 野  由 行        ）  

論文審査担当者 

（職） 氏        名 

主 査 

副 査 

副 査 

大阪大学 教授 

大阪大学 教授 

大阪大学 准教授 

  北 原  恵 

  宇野田 尚哉 

  北 村  毅 

論文審査の結果の要旨 

以下、本文別紙 



様式７別紙  

論文内容の要旨及び論文審査の結果の要旨 

論文題目： 繁華街における周縁的セクシュアリティの受容過程 

―近現代大阪の「ゲイタウン」形成史― 

 学位申請者 鹿野 由行 

 論文審査担当者 

  主査 大阪大学教授 北 原  恵 

  副査 大阪大学教授 宇野田 尚哉 

  副査 大阪大学准教授 北 村  毅 

【論文内容の要旨】 

 本研究は、近現代大阪における「ゲイタウン」の形成過程を明らかにする作業を通じてその要因と地域社会との

つながりを考察し、ゲイタウンが形成される諸条件について歴史社会学的に論じたものである。 

 第１章では、先行研究の検討、課題と分析方法、全体構想を示したほか、繁華街における性的な空間や客の往来

の流れを「性の動線」と名付け本論文のキー概念として提起した。 

 第２章では、日本の近代化のなかで形成された盛り場である「新世界」「飛田」「釜ヶ崎」における男性同性愛者

の空間の変遷について明らかにした。日本の「男娼の総本山」と言われる釜ヶ崎の歴史は、1923 年の関東大震災

によって東京から多くの男娼が移り住んだことに始まるが、釜ヶ崎や飛田を中心に栄えたこれらの男娼や女装者

などの周縁的セクシュアリティの人々は、敗戦後、新世界へ移動していく。1950 年代には女装をしない「ノン・

プロ男娼」と、男性同性愛者が集まる新興風俗の「ゲイ・バア」が登場し、これが近代大阪におけるゲイバーの誕

生となった。1960 年代後半以降、新世界の再興とともに非男娼型の女装バーや「ホモバー」が新世界に集う一方

で、男娼型ゲイバーは衰退した。 

 第 3 章では、1970 年代に大阪で最もゲイバーが集中する大阪市中央区（南区）の繁華街・ミナミを中心に分析

を行った。1950 年代前半に繁華街の中で広範囲に散在していたゲイバーは、1960 年代後半から 1970 年頃にかけ

てハッテン場の増加とともに数を増やし集中化を始め、ゲイタウンを形成する。1970 年代にはミナミに最もゲイ

バーが集中するようになったことを、住宅地図や変態雑誌、商業ゲイ雑誌などの情報を検証することによって明

らかにした。（1979 年、ミナミに 87軒、新世界に 45軒、キタに 38軒のゲイバーが存在。） 

 第 4章では、敗戦後から 1970 年代までの大阪市北区の阪急東通商店街の変遷をたどることによって、キタのゲ

イバーの発芽を可能にした条件について、ゲイバーの経営者による寄合組合「北星会」や地元の商店会、町会の活

動を調査し地域とゲイバーのつながりを分析することから明らかにする。東通商店街周辺で「ヤミの女」と呼ばれ

た街娼が活動した地域は、映画館や劇場の集中する小松原町・北野劇場―東通り―扇町公園を結ぶ直線上にあり、

この動線がゲイ男性の「性の動線」と重なることを指摘した。 

 第 5章では、ミナミからゲイバーの集中する地域がキタに移動した 1980 年代以降、ゲイタウン化する堂山町の

歴史と要因について考察した。レジャービルの建設や男性同性愛者の大型宿泊施設の登場によって東通商店街・



堂山町のゲイバーは急増するが、それはゲイバー間の差異を拡大し同業者同士や地域とのつながりを希薄化させ

ていく。さらに 1990 年代後半のインターネットの発達は、男性同性愛者の「出会いの空間」としてのゲイバーの

役割を低下させ差異化を加速させた。 

 第 6 章では、大阪のゲイタウン形成の諸条件として①性の動線、②周縁性、③インフラの整備の 3 要素を挙げ

た。すなわち、①異性愛的な性的な空間や訪れる客の往来である流れを示す「性の動線」と、男性同性愛者のハッ

テン場やゲイバーをつなぐ「性の動線」が重なり合うこと、②男性同性愛者たちが隠れ集う「クローゼット」な空

間の形成を可能とするため、盛り場の中心から離れた周縁に位置する必要があること、③最初期にはゲイバーと

一体化していた宿泊機能がハッテン場や旅館の登場によって分化し、繁華街のビルの高層化によるゲイバーの店

舗数の増加したことが、ゲイタウンの形成と空間的・時間的な拡大を可能にしたと結論づけた。 

【論文審査の結果の要旨】 

 本論文の特徴の第一は、1920 年代から 2000 年代初頭までの大阪市内の男性同性愛者の集う空間の変容とゲイタ

ウンの形成史を初めて歴史社会学的に明らかにし、その調査を踏まえた上でゲイタウン形成の条件を抽出しよう

とした点にあり、すぐれてオリジナリティに富む論文といえる。1950 年代に大阪市内にゲイバーが誕生し、1960

年代後半から 70年代にかけて特定の地区にゲイバーが集中してゲイタウン化し、さらに釜ヶ崎・飛田・新世界か

らミナミ、キタへとその中心が移動していく有様を、店舗数の概数を割り出し地図化する作業を通じて具体的に

明らかにした本研究は、ゲイタウン研究の新たな地平を切り拓く労作である。 

 従来の日本における都市研究では、都市の多様性を扱う場合にもエスニシティをめぐる調査が中心であり、セ

クシュアリティの視点は弱かった。一方セクシュアリティ研究では、雑誌の言説分析を中心とした近代日本にお

ける同性愛の概念の分析が中心であり、新宿二丁目を対象とした文化人類学的アプローチがあるものの、他の近

隣地域と関連づけながらゲイタウンの形成史を論じた研究は存在せず、総じて地方での実証研究は乏しい状況で

あった。またアメリカやカナダのゲイ・コミュニティ研究では 1960 年代のゲイ解放運動との関わりが重要視され

ているが、解放運動の歴史とコミュニティ形成の過程の異なる日本での実証的調査研究を大きく推し進めたこと

は特筆される。 

第二の特徴として挙げられるのが、長年のゲイバーでの参与観察と関係者との信頼関係、それにより可能とな

ったインタビューやフィールドワークの積み重ね、そして徹底した資料収集と社会学的手法によるデータ化であ

る。住宅地図と照合しながら、何種類もの雑誌のゲイタウンマップや情報を比較検討し、さらにフィールドワーク

とインタビュー調査も加えて検証した上で、一軒一軒ゲイバーの所在地を突き止めていく調査手法は斬新であり、

本論文の大きな成果を生み出した。 

 とはいえ、いくつかの問題も存在している。まず、釜ヶ崎やミナミにおけるゲイバーや男性同性愛者たちの空間

と地域とのつながりの検証が不十分であること、そして扱う史資料のさらなる史料批判と検証が必要であること

が挙げられよう。また本研究が提起した「性の動線」という概念についての普遍性の検討とジェンダーの視点から

の理論的解明、ゲイバーの利用者の聞き取りの必要性、移動する芸能民に関する民俗学の知見の参照なども指摘

された。しかしこのような点は、いずれも今後の課題であり、一層の研究によって克服が期待できるものである。

よって、本論文を博士（文学）の学位にふさわしいものと認定する。 


